
2018 年 1 月 12 日 

 

第 26 回「移民の参加と排除に関する日仏研究会」開催のお知らせ  

 

  

下記の要領で研究会を開催しますのでご参加いただきたくご案内申し上げます。 

  

記  

 

日時：2018 年 2月 17 日（土） 15：00～18：30  

 

場所：駒澤大学 駒沢キャンパス 2 研-207 教場 

（第 2 研究館 2 階 エレベーターを降りて左手） 

   〒154-8525 世田谷区駒沢 1-23-1 

（https://www.komazawa-u.ac.jp/facilities/campus/komazawa.html） 

 

報告①：« Le militantisme politique et l'engagement associatif : le cas des héritiers de l’immigration 

maghrébine au sein de l’agglomération lyonnaise »「ポストコロニアルな背景を持つ移民の社会

運動：活動家の経験から」 

Boualam Azahoum（ブアレム・アザム）（DiverCité ほか） 

 

報告②：« Accueil des réfugiés et crise de l’asile en Europe : crise migratoire, crise européenne, crise 

humanitaire ? »「ヨーロッパにおける難民受け入れと庇護の危機：移民危機、欧州危機、

人道危機？」 

    Stéphanie Hennette Vauchez（ステファニー・エンネット・ヴォシェ）（パリ・ナンテール大

学教授） 

  

（報告はいずれもフランス語で行われます。通訳はありません） 

 

 

 

  

「移民の参加と排除に関する日仏研究会」事務局 

中野裕二（駒澤大学） kia1027@komazawa-u.ac.jp 

  

  ＊本研究会はJSPS 科研費 15KT0047 の助成を受けたものです。  

https://www.komazawa-u.ac.jp/facilities/campus/komazawa.html

